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dissection and peroral endoscopic myotomy: Japan Achalasia Multicenter Study. Dig 
Endosc. 2021 Nov 17. doi: 10.1111/den.14197. Online ahead of print. (IF: 7.559)  

57. Matsuoka K, Watanabe M, Ohmori T, Nakajima K, Ishida T, Ishiguro Y, Kanke K, 
Kobayashi K, Hirai F, Watanabe K, Mizusawa H, Kishida S, Miura Y, Ohta A, Kajioka T, 
Hibi T; AJM300 Study Group (Collaborators: Matsushima K): AJM300 (carotegrast methyl), 
an oral antagonist of α4-integrin, as induction therapy for patients with moderately active 
ulcerative colitis: a multicentre, randomised, double-blind, placebo-controlled, phase 3 
study. Lancet Gastroenterol Hepatol. 2022 Mar 30;S2468-1253(22)00022-X. (IF: 18.486)  

 
 
A-b：学術誌に掲載された総説(IF：2020 年版) 
 
1. Shiota J, Samuelson LC, Razumilava N: Hepatobiliary organoids and their applications for 

studies of liver health and disease: are we there yet? Hepatology 74(4): 2251-2263, 2021(IF: 
17.425) 

 
A-e-2：プロシーディングスほか(IF：2020 年版) 
 
1. Akazawa Y, Matsuda K, Nakao K, Nakashima M:【Proceeding of the Ronald G. 

Thurman Memorial Symposium 2020 】 Detection of DNA damage response in 
nonalcoholic fatty liver disease via p53-binding protein 1 nuclear expression. JMJ 67(3): 
248-256, 2021(IF: 数値未掲載) 

 
 
 



B 邦文 
 
B-a：学術誌に掲載された原著論文 
 
1. 別府麻美, 福島真典, 髙橋孝輔, 橋本さつき, 田渕真惟子, 植原亮平, 近藤 晃, 井上祐一, 福田

明子, 飛永修一, 山口広之, 中島正洋, 大場一生：腹腔鏡下腹膜生検後に粟粒結核を生じた、結

核性腹膜炎の 1 例．長崎医学会雑誌 96(2): 117-123, 2021 
2. 渡邊 毅, 高山隼人, 松島加代子, 大園恵梨子, 道辻 徹, 清水俊匡, 古賀智裕, 江川 徹, 小川

久美, 宮本俊之, 小出優史, 長谷敦子, 浜田久之：初期研修医 1 年次の臨床能力向上を目的とし

たジャンプ OSCE(Objective Structured Clinical Evaluation)の試み examination ではなく

evaluation を実践して．長崎医学会雑誌 96(3): 141-147, 2021 
3. 田島和昌, 福嶋伸良, 吉良圭史, 東郷政明, 柴田雅士, 馬渡将語, 林 洋子, 下川 功, 竹島史直, 

中尾一彦：Direct acting antiviral 治療後に原発不明癌を発症し急激な転機を辿った C 型肝硬

変の 1 例．肝臓 63(2): 77-86, 2022 
4. 福島真典, 中尾えり子, 佐々木 龍, 三馬 聡, 宮明寿光, 中尾一彦：COVID-19 による当院肝

臓専門外来への影響．長崎医学会雑誌 96(4): 195-200, 2022 
 
 
B-b：学術誌に掲載された総説 
 
1. 南 ひとみ：POEM．胃と腸 56(5(増刊号)): 586-587, 2021 
2. 田中心和, 豊永高史, 阿部洋文, 佐藤裕樹, 塩飽洋生, 南 ひとみ, 佐藤千晃, 小川 竜, 島村勇

人, 横道洋司, 井上晴洋, 児玉裕三：特殊型アカラシア．消化器・肝臓内科 10(3): 285-289, 2021 
3. 南 ひとみ, 中尾一彦, 松村尚美, 金高賢悟：LECS の応用 胸腔鏡・内視鏡合同手術．手術 

75(11): 1685-1691, 2021 
4. 南 ひとみ, 塩田純也, 川﨑寛子, 田渕真惟子, 荻原久美, 山口直之, 中尾一彦, 井上晴洋：食道

アカラシアに対する POEM．消化器内視鏡 33(増刊): 263-267, 2021 
5. 山口直之, 赤司太郎, 塩田純也, 田渕真惟子, 北山 素, 橋口慶一, 松島加代子, 赤澤祐子, 中尾

一彦：ESD 後狭窄予防．消化器内視鏡 33(増刊): 220-229, 2021 
6. 赤澤祐子：最初の癌は次の癌と違うのか？－42 人の韓国人における異時性多発胃癌の分子病理

学的特徴の検討－．Helicobacter Research 25(2): 138(266), 2021 
7. 小澤栄介, 山尾拓史, 髙橋孝輔, 石原康平, 中尾一彦：抗血栓薬内服症例、ペースメーカー(ある

いは除細動器)留置症例への EP前と術中の対応．消化器内視鏡 34(1): 44-49, 2022 
8. 髙橋孝輔, 森 智崇, 長田和義, 福島真典, 佐々木 龍, 小澤栄介, 三馬 聡, 宮明寿光, 山尾拓

史, 安田一朗, 中尾一彦：EUS-FNA による膵癌診断．肝胆膵 84(2): 151-157, 2022 
9. 三原 弘, 長谷川仁志, 石丸裕康, 網谷真理恵, 土屋静馬, 中川 晋, 小西靖彦, 倉島 庸, 西屋
克己, 松島加代子, 田川まさみ, 木戸敏喜, 高村昭輝, 石木 学, 廣川慎一郎, 関根道和, 北島 

勲：ウィズコロナ社会における臨床検査医学教育の重要性 卒前・卒後の一貫した臨床検査医



学教育 アウトカム基盤型教育からの視点．日本臨床検査医学会誌 70(2): 151-158, 2022 
10. 山口直之：ESD 後に食道狭窄をきたした．消化器内視鏡 34(3): 358-359, 2022 
 
 
B-c：著書（分担執筆を含む） 
 
1. 赤澤祐子：長崎医科大生たちの一九四五年．（増﨑英明(編)：今と昔の長崎に遊ぶ, 一般財団法

人九州大学出版会, 福岡, pp 227-239所収）, 2021 
2. 髙橋孝輔：胆管挿管困難例に対する膵管ガイドワイヤー法の最初の報告は？（糸井隆夫, 入澤
篤志, 潟沼朗生, 安田一朗, 良沢昭銘(編)：これだけは読んでおきたい！消化器内視鏡医のため

の重要論文 200篇〈胆・膵編〉, 株式会社シービーアール, 東京, pp 114所収）, 2021 
3. 髙橋孝輔：Wire-guided cannulation(WGC)法は ERCP 後膵炎を抑制できるか？（糸井隆夫, 入
澤篤志, 潟沼朗生, 安田一朗, 良沢昭銘(編)：これだけは読んでおきたい！消化器内視鏡医のた

めの重要論文 200篇〈胆・膵編〉, 株式会社シービーアール, 東京, pp 118所収）, 2021 
4. 髙橋孝輔：超音波内視鏡検査において、ラジアル走査式とコンベックス走査式はどちらが有用

か？（糸井隆夫, 入澤篤志, 潟沼朗生, 安田一朗, 良沢昭銘(編)：これだけは読んでおきたい！

消化器内視鏡医のための重要論文 200篇〈胆・膵編〉, 株式会社シービーアール, 東京, pp 204
所収）, 2021 

5. 【担当委員】金高賢悟、岡田健一、赤堀宇広【作成協力委員】小林良平、橋口慶一：閉塞症状

を伴う切除不能十二指腸癌に対する消化管吻合術や内視鏡的ステント挿入は推奨されるか？

（十二指腸癌診療ガイドライン作成委員会(編)：十二指腸癌診療ガイドライン 2021 年版, 金原

出版株式会社, 東京, pp64-66所収）, 2021 
6. 中尾一彦, 佐々木 龍：ほかの疾患に伴う肝障害 感染症．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内科学

第 12版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 株
式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-263所収）, 2022 

7. 中尾一彦, 福島真典：ほかの疾患に伴う肝障害 膠原病．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内科学第

12 版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 株式
会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-264所収）, 2022 

8. 中尾一彦, 福島真典：ほかの疾患に伴う肝障害 内分泌疾患．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内科
学第 12版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 株
式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-264所収）, 2022 

9. 中尾一彦, 宮明寿光：ほかの疾患に伴う肝障害 消化器疾患．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内科
学第 12版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 株
式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-264所収）, 2022 

10. 中尾一彦, 三馬 聡：ほかの疾患に伴う肝障害 血液疾患．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内科学

第 12版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 株
式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-264所収）, 2022 

11. 中尾一彦, 原口雅史：ほかの疾患に伴う肝障害 糖尿病による肝障害．（矢﨑義雄, 小室一成



(編)：内科学第 12 版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギ

ー・免疫), 株式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-264-265所収）, 2022 
12. 中尾一彦, 小澤栄介：ほかの疾患に伴う肝障害 サルコイドーシス．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：
内科学第 12 版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免

疫), 株式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-265所収）, 2022 
13. 中尾一彦, 小澤栄介：ほかの疾患に伴う肝障害 IgG4関連疾患．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：内
科学第 12版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免疫), 
株式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-265所収）, 2022 

14. 中尾一彦, 三馬 聡：ほかの疾患に伴う肝障害 血球貪食症候群．（矢﨑義雄, 小室一成(編)：
内科学第 12 版 Ⅲ(11.消化管・腹膜 12.肝・胆道・膵 13.リウマチ・膠原病・アレルギー・免

疫), 株式会社朝倉書店, 東京, ppⅢ-265所収）, 2022 
 
 

B-e-2：プロシーディングスほか 
1) 赤澤祐子：Nested PCR法を用いた Helicobacter pylori診断－その信頼性はプライマーの設計

および生検・便・唾液中のHelicobacter pylori量によって決定される．Helicobacter 20(1): 20-23, 
2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学    会 
 
国際学会 
 
JSH International Liver Conference 2021 

2021.10.2-10.3 Takuji Torimura Fukuoka, Japan（ハイブリッド開催） 
ポスター： 
1) Sasaki R, Fukushima M, Miuma S, Miyaaki H, Nakao K：Impact of Lenvatinib on renal 

function compared to Sorafenib for unresectable hepatocellular carcinoma. 
2) Miyaaki H, Miuma S, Sasaki R, Fukushima M, Nakao K：Automated liver fibrosis 

phenotyping of non-tumorous lesions of HCC and non-HCC after liver transplantation for 
NAFLD. 

 
 
国内学会 
 
第 121 回 日本外科学会定期学術集会 

2021.4.8-4.10 松原 久裕 千葉（Web配信会場） 
サージカルフォーラム： 
1) 金高賢悟、丸屋安広、小林慎一朗、大橋文哉、松村匡記、山口 峻、松本 亮、橋口慶一、日

高匡章、伊藤信一郎、中尾一彦、江口 晋：細胞シートによる十二指腸 ESD 後穿孔に対する

新規予防法の開発―Unmetmedical needs に対する基礎研究から始まる医師主導治験までの道

のり―． 
 
ポスターセッション： 
1) 小林和真、藤田拓郎、佐藤彩香、伊藤信一郎、井上悠介、岡田怜美、久芳さやか、森田 道、

小林慎一朗、丸屋安広、福本将之、小坂太一郎、曽山明彦、福田 実、本田琢也、足立智彦、

日高匡章、金高賢悟、江口 晋：当科における結腸癌術後補助化学療法の再検討． 
 
第 107 回 日本消化器病学会総会 

2021.4.15-4.17 持田 智 東京（ハイブリッド開催） 
ランチョンセミナー： 
1) 山口直之：食道表在癌に対する内視鏡治療戦略―LDA による上部消化管粘膜傷害への対策を含

めて―． 
 

ワークショップ： 



1) 原口雅史、宮明寿光、中尾一彦：当院における免疫チェックポイント阻害薬関連肝障害とリン

パ球数変化の関連についての検討． 
 
一般口演： 
2) 橋口慶一、塩田純也、荻原久美、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、

大仁田 賢、中尾一彦：十二指腸表在型腫瘍に対するマーキング・局注併用浸水下

EMR(UEMRI)の有用性． 
 
第 110 回 日本病理学会総会 

2021.4.22-4.24 北川 昌伸 東京 
ポスター： 
1) 大坪智恵子、松岡優毅、黒濱大和、上木 望、松田勝也、ムサジャノワ・ジャンナ、赤澤祐子、

谷岡真司、山根裕介、中島正洋：腎 Clear cell sarcoma の鑑別に難渋した腎malignant rhabdoid 
tumor の 1 例． 

 
第 86 回 日本消化器内視鏡技師学会 

2021.5.13-5.14 佐藤 貴幸 広島 
一般口演： 
1) 藤谷信吾、岩永大士、野間太一朗、阪本純一、松下舞子、時村郁子、荒木智徳、山下昭彦、松

尾光敏、東 尚、東郷政明、塩田純也、橋口慶一：内視鏡検査下 ETCO2モニタリングにおけ

る安全性の検討． 
 
第 101 回 日本消化器内視鏡学会総会 

2021.5.14-5.16 田中 信治 広島 
シンポジウム： 
1) 塩田純也、南 ひとみ、中尾一彦：当院における POEM 治療成績． 
 
ワークショップ： 
1) 橋口慶一、谷口育洋、田中久也：R0切除率の向上を目指した十二指腸表在型腫瘍に対する EMR 

based technique の工夫／マーキング・局注併用浸水下 EMR（UEMRI）の有用性． 
 
第 7 回 肝臓と糖尿病・代謝研究会 

2021.5.22 戸邉 一之 WEB開催 
ポスター： 
1) 中村 裕、 宮明寿光、福島真典、原口雅史、佐々木 龍、三馬 聡、中尾一彦：NAFLD 肝移

植レシピエントの HCC に特徴的な線維化パターンのデジタルパソロジーによる解析． 
2) 宮明寿光、三馬 聡、原口雅史、佐々木 龍、福島真典、中尾一彦：NAFLD 症例に対する SGTL-
阻害薬 2投与の長期投与と問題点について． 



 
第 117 回 日本消化器病学会九州支部例会 

2021.6.11-6.12 伊藤 鉄英 福岡（ハイブリッド開催） 
シンポジウム： 
1) 峯 彩子、北山 素、塩田純也、荻原久美、田渕真惟子、橋口慶一、福田浩子、庄司寛之、卜

部繁俊、森﨑智仁、中島悠史郎、本田徹郎、東 俊太朗、町田治久、小田英俊、松島加代子、

赤澤祐子、山口直之、竹島史直、中尾一彦：COVID-19感染流行における炎症性腸疾患診療へ

の影響． 
 
ワークショップ： 
1) 田渕真惟子、北山 素、松島加代子、荻原久美、谷口育洋、田中久也、猪股寛子、東郷政明、

塩田純也、橋口慶一、南 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦：当院における咽頭表在癌

患者の飲酒および喫煙習慣の特徴と同時異時多発癌に関連する因子についての検討． 
2) 三馬 聡、原口雅史、福島真典、佐々木 龍、宮明寿光、中尾一彦：潜在性肝性脳症に関連す

る粘膜関連腸内細菌叢 (MAM) と肝移植後変化． 
 
ミニワークショップ： 
1) 中村 裕、宮明寿光、中尾一彦：デジタルパソロジーによる NAFLD 肝硬変肝癌の線維化パタ

ーンの解析． 
 
第 111 回 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2021.6.11-6.12 平井 郁仁 福岡（ハイブリッド開催） 
シンポジウム： 
1) 塩田純也、山口直之、谷口育洋、中尾一彦：化学放射線療法後遺残/再発食道癌に対するサルベ

ージ内視鏡治療 (ESD/PDT) の可能性． 
 

ワークショップ： 
1) 谷口育洋、山口直之、植松梨華子、赤司太郎、中尾一彦：胃 ESD 後出血の状況と CYP2C19遺
伝子多型の影響について． 

2) 澤瀬寛典、小澤栄介、長田和義、小松直広、中尾一彦：当院における EUS-FNA を用いた膵腫

瘍診断の現状． 
 
一般口演： 
1) 桑原 愛、大仁田 賢、平井 哲、中鋪 卓、東 俊太朗、井上健一郎、黒濱大和、中島正洋、

中尾一彦：腎細胞癌術後に出現した食道転移に対して内視鏡的粘膜下層剥離術で切除した 1 例． 
 
第 57 回 日本肝臓学会総会 

2021.6.17-6.18 坂本 直哉 札幌（ハイブリッド開催） 



ワークショップ： 
1) 福島真典、宮明寿光、中尾一彦：成因不明非代償性肝硬変に対する肝移植後の NAFLD 発症の

リスク因子の検討． 
 
一般口演： 
1) 中村 裕、宮明寿光、中尾一彦：デジタルパソロジーによる NAFLD 肝移植レシピエント肝臓

における HCC に特徴的な線維化パターンの解析． 
2) 佐々木 龍、宮明寿光、中尾一彦：大型肝癌に対する分子標的薬の有効性と安全性． 
3) 宮明寿光、平岡 淳、原口雅史、中尾一彦：慢性肝疾患患者における睡眠障害の頻度，成因の

検討～筋痙攣，covert脳症，サルコぺニアとの関連～． 
4) 原口雅史、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：当院における免疫チェッ

クポイント阻害薬関連肝障害とリンパ球数変化の関連についての検討． 
5) 宮明寿光、福島真典、佐々木 龍、原口雅史、三馬 聡、中尾一彦：肝移植後の 75gブドウ糖
負荷試験からみた耐糖能の変化の検討． 

 
ミニオーラル： 
1) 三馬 聡、宮明寿光、福島真典、佐々木 龍、原口雅史、田浦直太、中尾一彦：当科における

C 型慢性肝炎・肝硬変症例の IFN-free DAA 治療後の発癌，生存予後の解析． 
 
第 39 回 日本肝移植学会学術集会 

ライブ配信：2021.6.24-6.25 八木 孝仁 WEB開催 
パネルディスカッション： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、曽山明彦、日高匡章、江口 晋、中尾一彦：当院の肝移植における内科・

外科連携と肝臓内科医の役割． 
2) 日高匡章、曽山明彦、原 貴信、松島 肇、田中貴之、永川寛徳、足立智彦、宮明寿光、三馬 

聡、中尾一彦、金高賢悟、江口 晋：高齢レシピエントにおける生体肝移植の成績－高齢ドナ

ー、グラフト重量の観点から－． 
 
第 76 回 日本消化器外科学会総会 

2021.7.7-7.9 大辻 英吾 京都（ハイブリッド開催） 
シンポジウム： 
1) 金高賢悟、丸屋安広、盛永昭啓、小林慎一朗、山口 峻、松本 亮、 橋口慶一、中尾一彦、山

本郁夫、江口 晋：再生医療を消化器外科領域へ展開するための鏡視下デリバリーデバイスの

新規開発． 
 
第 57 回 日本肝癌研究会 

2021.7.22-7.23 坂元 亨宇 鹿児島（ハイブリッド開催） 
一般演題： 



1) 佐々木 龍、福島真典、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行肝癌に対す

る Lenvatinib 中止後の後治療． 
 
第 53 回 日本医学教育学会大会 

2021.7.30-7.31 永井 良三 WEB開催 
オンラインワークショップ： 
1) オブザーバー：小西靖彦 /ファシリテーター：倉島 庸、西屋克己、 南郷栄秀、三原 弘、 蓮
沼直子、松島加代子：「専門医教育」の未来を語ろう！―卒後教育のシームレス化を目指して． 

 
ライブディスカッション： 
1) 松島加代子、大園恵梨子、芦塚翔子、重富典子、塩田純也、清水俊匡、渡邊 毅、原口雅史、

宮本俊之、今村圭文、金子賢一、小出優史、高山隼人、長谷敦子、浜田久之：コロナ禍と 2020
年度臨床研修制度改定で見えてきた課題． 

2) 松坂雄亮、道辻 徹、大園恵梨子、松島加代子、浜田久之、森本芳郎、金替伸治、今村 明、

小澤寛樹：精神科ローテートの有無が精神科に関連した研修到達目標の主観的達成度に与える

影響． 
 
オンデマンド： 
1) 大園恵梨子、道辻 徹、松坂雄亮、清水俊匡、渡邊 毅、松島加代子、長谷敦子、福永啓文、

杉山安見児、上原 豊、森内浩幸、浜田久之：研修医の外来研修必修化に伴う小児科診療の実

態と今後の課題． 
2) 渡邊 毅、高山隼人、金子賢一、長谷敦子、塩田純也、大園恵梨子、松島加代子、浜田久之：

耳鼻咽喉科医とおこなう初期研修医外来研修プログラムの意義について． 
 
第 71 回 日本東洋医学会学術総会 

2021.8.13-8.15 三潴 忠道 WEB開催 
一般口演： 
1) 松島加代子、増崎雅子、川口 哲：漢方薬が有用であった好酸球性消化管疾患の治療経験． 
 
第 24 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2021.8.28 森山 光彦 富山（ハイブリッド開催） 
プレナリーセッション： 
1) 石川 達、上嶋一臣、佐伯一成、森本直樹、相方 浩、田邊暢一、稲葉吉隆、和田幸之、近藤

泰輝、津田政広、中尾一彦、池田公史、森口理久、葛谷貞二、小林正宏、古賀浩徳、日野啓輔、

鈴木義之、吉村健一、工藤正俊：切除不能肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓療法(TACE)と
Lenvatinib の併用療法第Ⅱ相臨床試験(TACTICS-L)：中間解析結果． 

 
一般演題： 



1) 佐々木 龍、福島真典、原口雅史、本田琢也、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行

肝癌に対する分子標的治療薬の腎機能に与える影響． 
 
第 28 回 日本大腸検査学会九州支部会 

2021.8.28 大仁田 賢 WEB開催 
特別講演： 
1) 山口直之：大腸 ESD の治療成績向上を目指して～抗血栓薬継続下大腸 ESD に対する後出血予

防対策～． 
 
一般演題： 
1) 赤司太郎、東郷政明、橋口慶一、山口直之、中尾一彦：粘膜下局注を併用した Cold snare 

polypectomy の有用性と安全性の検討． 
 
第 117 回 日本精神神経学会学術総会 

2021.9.19-9.21 木下 利彦 京都（ハイブリッド開催） 
ポスター： 
1) 松坂雄亮、大園恵梨子、松島加代子、浜田久之、森本芳郎、金替伸治、 今村 明、小澤寛樹：

精神科ローテートが研修医の精神疾患に対するイメージに与える影響． 
 
第 52 回 日本膵臓学会大会 

2021.9.22-9.23 清水 京子 東京（ハイブリッド開催） 
一般口演： 
1) 長田和義、小澤栄介、中尾一彦：当院における 1 型自己免疫性膵炎診療の現状と血清 LRG 値の

有用性についての検討． 
 
第 75 回 日本食道学会学術集会 

2021.9.23-9.24 岩切 勝彦 東京 
ワークショップ： 
1) 佐藤千晃、亀井 尚、佐藤裕樹、島村勇人、田中心和、塩飽洋生、塩田純也、小川 竜、横道

洋司、井上晴洋：食道運動機能異常症における HRM と食道透視の臨床学的特徴～7施設デー
タベース解析～． 

 
第 80 回 日本癌学会学術集会 

2021.9.30-10.2 佐谷 秀行 横浜 
ポスター: 
1) 林 康平、Ying Tong、大石敬之、Lichao Chen、佐々木由香、小野寺貴恵、柳原五吉、中尾一

彦、山田康秀、益谷美都子：モノクローナル抗体を用いた ERCC1 isoform 発現レベルの解析． 
 



第 57 回 日本胆道学会学術集会 
2021.10.7-10.8 中郡 聡夫 東京 

パネルディスカッション： 
1) 山尾拓史、小澤栄介、中尾一彦：内視鏡的乳頭切除術の適応と治療成績． 
 
第 59 回 日本癌治療学会学術集会 

2021.10.21-10.23 林 隆一 横浜（ハイブリッド開催） 
ポスター： 
1) 土屋暁美、荒川由美子、岩崎知子、川田満栄、梶山有紀、徳永和代、野田夏海、松尾久美、本

田琢也、福田 実、芦澤和人：看護師による抗がん剤ルート確保の取り組み． 
2) 福田 実、本田琢也、内田隆寛、兒玉幸修、橋詰淳哉、土屋暁美、松尾久美、鎌田理嗣、本多

功一、石井浩二、芦澤和人：抗がん剤調整後中止による高額薬剤の廃棄について． 
 
第 53 回 日本臨床分子形態学会総会・学術集会 

2021.10.22-10.24 永田 浩一 WEB開催 
シンポジウム： 
1) 中尾一彦：肝疾患に伴う血中、胆汁中エクソソームの変化について． 
 
第 25 回 日本肝臓学会大会 

2021.11.4-11.5 飯島 尋子 神戸 
ブレックファーストセミナー： 
1) 佐々木 龍：免疫療法時代におけるレンバチニブの位置づけ． 

 
パネルディスカッション： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、中尾一彦：当院の肝移植における医療連携と肝臓移植内科医の育成． 
 
デジタルポスターセッション： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、原口雅史、佐々木 龍、福島真典、中尾一彦：肝移植後の脂肪肝と耐糖

能異常の発生頻度とその経時的関係について． 
 
第 9 回 大腸ステント安全手技研究会 

2021.11.5 斉田 芳久 神戸 
主題演題： 
1) 平 光寿、山口直之、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、松島加代子、

赤澤祐子、中尾一彦：進行大腸癌に対するステント留置術の現状と課題． 
 
第 68 回 日本臨床検査医学会学術集会 

2021.11.11-11.14 北島 勲 富山（ハイブリッド開催） 



フォーラム・シンポジウム： 
1) 三原 弘、長谷川仁志、石丸裕康、網谷真理恵、土屋静馬、中川 晋、 小西靖彦、倉島 庸、

西屋克己、松島加代子、田川まさみ、木戸敏喜、高村昭輝、石木 学、廣川慎一郎、関根道和、

北島 勲：卒前・卒後の一貫した臨床検査医学教育―アウトカム基盤型教育からの視点―． 
 
第 9 回 日本難病医療ネットワーク学会学術集会 

2021.11.12-11.13 松尾 秀徳 WEB開催 
教育講演： 
1) 中尾一彦：消化器系難病の現状と課題． 
 
第 41 回 医療情報学連合大会 

2021.11.18-11.21 白鳥 義宗 名古屋（ハイブリッド開催） 
一般口演： 
1) 松本武浩、田浦直太、臼井哲也、木下琢也、大伴哲治、西口真由美、 堀田ほづみ、藤沢章令、

本田千春、牛嶋拓也、伊藤眞由美、中尾一彦：想定される様々な画像レポートに対応した画像・

画像レポート未読対策システムの構築． 
 

ポスター： 
1) 木下琢也、松本武浩、田浦直太、臼井哲也、松屋合歓、西口真由美、堀田ほづみ、中尾一彦：

新型コロナウイルスワクチンの接種率とワクチンへの関心：グーグルトレンドを用いた地域相

関分析． 
2) 松本武浩、田浦直太、臼井哲也、木下琢也、大伴哲治、西口真由美、 堀田ほづみ、藤沢章令、

本田千春、牛嶋拓也、伊藤眞由美、中尾一彦：原価計算システムの有効活用～COVID-19が病
院経営に与えた影響の評価～． 

 
第 34 回 日本総合病院精神医学会総会 

2021.11.19-11.20 小坂 浩隆 WEB開催 
ポスター： 
1) 松坂雄亮、谷保康一、道辻 徹、大園恵梨子、松島加代子、浜田久之、森本芳郎、金替伸治、

今村 明、小澤寛樹：精神科研修前後での経験すべき目標に対する研修医の主観的達成度の変

化． 
 
第 21 回 日本クリニカルパス学会学術集会 

2021.11.26-11.27 石井 政次 山形（ハイブリッド開催） 
パネルディスカッション： 
1) 松本武浩、田浦直太、西口眞由美、堀田ほづみ、中尾一彦：原価計算を用いたクリニカルパス

利用例の収支分析による経営効果． 
 



第 118 回/112 回 日本消化器病学会九州支部例会/日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
2021.12.3-12.4 小森 敦正/竹島 史直 長崎（ハイブリッド開催） 

ランチョンセミナー： 
1) 宮明寿光：SVR100%時代の C 型肝炎診療の注意点． 
 
第 118 回 日本消化器病学会九州支部例会 

2021.12.3-12.4 小森 敦正 長崎（ハイブリッド開催） 
特別企画： 
1) 濱崎景子、荒井淳一、藤瀬悠太、西牟田雅人、橋本泰匡、小山正三朗、富永哲郎、野中 隆、

松島加代子、澤井照光、安武 亨、永安 武：ひとりの“医師”としての働き方を考える． 
 
シンポジウム： 
1) 佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行肝癌に対する Lenvatinib

長期使用例の検討と on demand TACE併用の意義． 
2) 永松雅朗、松島加代子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、赤澤祐子、

竹島史直：IBD患者に対する適切な遠隔診療についての検討． 
3) 福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：COVID-19 による肝臓専門外来への

影響． 
4) 中尾康彦、原口雅史、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：免疫関連有害

事象と免疫チェックポイント阻害薬の有効性の検討． 
5) 児嶋知仁、北川瑞希、平田将一、原口 紘、大石敬之、福田浩子、松崎寿久、山尾拓史、中尾

一彦：当院で診断加療を行った腫瘍径 5cm以上の肝細胞癌についての臨床的検討． 
 
ワークショップ： 
1) 平 光寿、橋口慶一、谷口育洋、田中久也、永松雅朗、峯 彩子、猪股寛子、塩田純也、赤司

太郎、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦：当院における家

族性大腸腺腫症に伴う十二指腸非乳頭部腫瘍診療の現状． 
2) 中尾康彦、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：当院における自己免疫性

肝疾患に関する検討～肝移植症例を中心に～． 
3) 小松直広、小澤栄介、高橋孝輔、中尾一彦：生体肝移植後胆管吻合部狭窄に対する自己拡張型

カバード金属ステントの有用性． 
4) 平田将一、児嶋知仁、北川瑞希、嶋倉 茜、原口 紘、森 智崇、大石敬之、福田浩子、小澤

栄介、山尾拓史、中尾一彦：当院における慢性膵炎に対する内視鏡的膵管ステント留置術の治

療成績． 
5) 金高賢悟、橋口慶一、円城寺貴浩、足立利幸、岡田怜美、井上悠介、丸屋安広、小林慎一朗、

山口 峻、松本 亮、伊藤信一郎、日高匡章、中尾一彦、江口 晋：細胞シートによる十二指

腸 ESD 後遅発性穿孔予防に関する医師主導治験とそのメカニズムの解析． 
 



一般口演： 
1) 吉良圭史、佐々木 龍、柿添麻由子、阪口真千、田島和昌、松本耕輔、成田翔平、福島真典、

三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：当院における切除不能進行肝癌に対する

Atezolizumab+Bevacizumab 療法の治療経験． 
 
専修医発表： 
1) 濱﨑俊輔、赤司太郎、永松雅朗、猪股寛子、田渕真惟子、塩田純也、北山 素、橋口慶一、山

口直之、石丸英樹、中尾一彦：後上膵十二指腸動脈瘤破裂に対して血管塞栓術で止血を得られ

た一例． 
2) 阪口真千、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行肝癌に対す

る分子標的薬投与中に薬剤間で蛋白尿・腎機能への影響が異なった 1 例． 
3) 釣船隼也、成田翔平、小坂太一郎、田島和昌、吉良圭史、別府麻美、松本耕輔、髙橋孝輔、福

島真典、佐々木 龍、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：妊娠を契機に食道静脈瘤増

悪を認めた先天性胆道閉鎖症術後の１例． 
4) 岩永真太朗、猪股寛子、田渕真惟子、杉尾小百合、濱﨑俊輔、谷口育洋、田中久也、永松雅朗、

峯 彩子、塩田純也、赤司太郎、北山 素、橋口慶一、南 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、

山口直之、中尾一彦：大動脈血管形成異常による食道狭窄を内視鏡的に指摘した４例. 
 
研修医発表： 
1) 綿屋摩湖人、佐々木 龍、柿添麻由子、阪口真千、吉良圭史、中尾康彦、森 智崇、福島真典、

三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：ミノサイクリンが被疑薬として考慮された薬剤性肝障害の 1
例． 

2) 谷川 舞、福島真典、深水翔大、吉良圭史、佐々木 龍、三馬 聡、赤澤祐子、宮明寿光、中

尾一彦：肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法後に、敗血症・間質性腎炎

を発症した１例． 
3) 大城絢音、塩田純也、杉尾小百合、谷口育洋、峯 彩子、北山 素、橋口慶一、松島加代子、

山口直之、中尾一彦：特徴的な皮疹を有し Infliximabが著効した大腸炎の一例． 
4) 宮下香世、福田浩子、北川瑞希、児嶋知仁、平田将一、原口 紘、大石敬之、松崎寿久、山尾

拓史、中尾一彦：腺腫性ポリープが併存した Cronkhite-Canada 症候群の一例． 
 
第 112 回 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2021.12.3-12.4 竹島 史直 長崎（ハイブリッド開催） 
シンポジウム： 
1) 田中久也、山口直之、赤司太郎、橋口慶一、中尾一彦：長崎モデルを含めた新型コロナウイル

ス環境下での内視鏡診療． 
 

ワークショップ： 



1) 髙橋孝輔、小澤栄介、中尾一彦：急性胆嚢炎に対する内視鏡的経乳頭的胆嚢ドレナージの検討-
胆嚢管挿管困難例に対する technical tips． 

2) 赤司太郎、東郷政明、橋口慶一、山口直之、中尾一彦：粘膜下局注を併用した Cold snare 
polypectomy の有用性及び安全性と今後の展望． 

3) 北川瑞希、髙橋孝輔、小澤栄介、山尾拓史、中尾一彦：内視鏡的乳頭切除術後の合併症対策に

おける膵管・胆管ステントの位置づけ． 
 
専修医発表： 
1) 柿添麻由子、長田和義、佐々木 龍、阪口真千、森 智崇、髙橋孝輔、小澤栄介、中尾一彦：

両端pigtail型プラスチックステント留置が原因と考えられた仮性動脈瘤胆管穿破による胆道出

血の一例． 
2) 深水翔大、福島真典、吉良圭史、小松直広、佐々木 龍、小澤栄介、三馬 聡、宮明寿光、本

田徹郎、入江準二、佐藤信也、岡野慎士、中尾一彦：初期像、進行像を内視鏡で観察し得た十

二指腸単形性上皮向性 T細胞リンパ腫（MEITL）の 1 例． 
3) 杉尾小百合、橋口慶一、濱﨑俊輔、岩永真太朗、谷口育洋、田中久也、平 光寿、永松雅朗、

峯 彩子、猪股寛子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、南 ひとみ、松島加代子、

赤澤祐子、山口直之、岡野慎士、中尾一彦：EMR にて切除された粘膜内癌を伴う十二指腸

Peutz-Jeghers 型ポリープの一例． 
4) 馬渡将語、柴田雅士、東郷政明、福嶋伸良、竹島史直、中尾一彦：ベドリズマブ投与中にサイ

トメガロウイルス腸炎を合併した潰瘍性大腸炎の 1 例． 
 
研修医発表： 
1) 伊達美典、赤司太郎、濱﨑俊輔、永松雅朗、猪股寛子、塩田純也、田渕真惟子、北山 素、橋

口慶一、南 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦：Helicobacter pylori 未感
染胃粘膜に発生した腺窩上皮型胃癌の 1 例． 

2) 福田大毅、平 光寿、岩永真太朗、田中久也、北山 素、濱﨑俊輔、杉尾小百合、谷口育洋、

永松雅朗、峯 彩子、猪股寛子、大坪智恵子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、橋口慶一、

松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中島正洋、中尾一彦：粘膜下異所性胃腺直上の早期胃癌を

内視鏡的に切除した 1 例． 
3) 塚本祐生、馬渡将語、柴田雅士、東郷政明、福嶋伸良、竹島史直、中尾一彦：胆道ステント先

端に結石を形成し内視鏡的摘除困難となった総胆管結石の 1 例． 
 
第 44 回 日本肝臓学会西部会 

2021.12.9-12.10 日野 啓輔 岡山 
シンポジウム： 
1) 佐々木 龍、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行肝癌に対する Lenvatinib 長期使用例の特徴と

on demand TACE併用の意義． 
 



一般口演： 
1) 宮明寿光、福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、中尾一彦：2 型糖尿病合併NAFLD 症例に対す

る SGTL-2阻害薬投与の長期経過と投与後発癌例の特徴について． 
2) 長田和義、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝細胞癌に対する定位放

射線療法の治療効果と予後予測因子の検討． 
 
若手セッション： 
1) 阪口真千、佐々木 龍、柿添麻由子、森 智崇、中尾康彦、成田翔平、福島真典、三馬 聡、

宮明寿光、中尾一彦：右心房内進展を来した肝細胞癌の 1 例． 
2) 深水翔大、福島真典、吉良圭史、成田翔平、佐々木 龍、原口雅史、三馬 聡、宮明寿光、原 

貴信、曽山明彦、日高匡章、江口 晋、中尾一彦：肝肺症候群発症後早期に生体肝移植を行い，

奏功した 1 例． 
3) 柿添麻由子、佐々木 龍、阪口真千、森 智崇、中尾康彦、成田翔平、福島真典、三馬 聡、

宮明寿光、原 貴信、曽山明彦、日高匡章、江口 晋、中尾一彦：生体肝移植を施行した症候

性 Budd Chiari 症候群の一例． 
 
第 6 回 G-PLUS 

2021.12.18 渡辺 守 WEB開催 
一般演題： 
1) 中尾康彦、赤澤祐子、中尾一彦：細胞外小胞(EV)の NAFLD患者に対する低侵襲バイオマーカ

ーとしての有用性の検討． 
 
第 25 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2022.1.8 矢野 博久 福岡 
ポスター： 
1) 佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：切除不能進行肝癌に対する Atezolizumab
＋Bevacizumab併用療法の治療成績と安全性． 

 
第 35 回 日本消化器内視鏡学会九州セミナー 

2022.1.23-1.31 江﨑 幹宏 WEB開催 
教育講演： 
1) 松島加代子：IBD診療における内視鏡の役割． 
 
第 336 回 日本内科学会九州地方会 

2022.1.29 磯部 紀子 福岡（ハイブリッド開催） 
一般演題： 
1) 園田悠紀、林 康平、荒木智徳、本田琢也、中尾一彦：食道癌 Nivolumab 療法中に

Pseudoprogression を認めた 1 例． 



 
第 19 回 日本臨床腫瘍学会学術集会 

2022.2.17-2.19 大江 裕一郎 京都（ハイブリッド開催） 
ポスター： 
1) 園田悠紀、林 康平、荒木智徳、本田琢也、中尾一彦：食道癌に対する Nivolumab 療法の有効

性・安全性に関する検討． 
2) 永石恵美、松尾久美、森下 暁、森 佳奈子、石井浩二、本田琢也、福田 実、芦澤和人：入

院中の AYA世代がん患者に対する苦痛スクリーニング～がん看護外来への連携の現状と課題

～． 
3) 本田琢也、福田 実、内田隆寛、兒玉幸修、土屋暁美、松尾久美、鎌田理嗣、本多功一、石井

浩二、芦澤和人：抗がん剤調整後中止による高額薬剤の廃棄について． 
4) 小林和真、藤田拓郎、井上悠介、岡田怜美、足立利幸、久芳さやか、 森田 道、小坂太一郎、

田中貴之、小林慎一朗、丸屋康広、曽山明彦、足立智彦、福田 実、本田琢也、伊藤信一郎、

日高匡章、 金高賢悟、江口 晋：進行大腸癌の conversion に最も適した regimen は何か？～ 
FOLFOXIRI+a に焦点を当てて． 

 
第 17 回 酸化ストレスと肝研究会 

2022.2.19-2.20 小池 和彦 福岡 
一般演題: 
1) 中尾康彦、赤澤祐子、中尾一彦：細胞外小胞（EV）の NAFLD患者に対する低侵襲バイオマー

カーとしての有用性の検討． 
 
日本消化器病学会 九州支部第 27 回教育講演会 

2022.2.20 兒玉 雅明 WEB開催 
教育講演： 
1) 山口直之：食道表在癌 内視鏡治療の最前線－食道癌に対するカタルシスを目指して－． 


